
領 域 統合分野 授業科目 統合看護技術 単位（授業時間／時間数） １（２８／３０） 

開講年次 ３年次 開講時期 通年 授業回数 １４回 

担当講師名 専任教員 講師所属 福岡水巻看護助産学校 

特記事項 実務経験のある教員による科目 
臨床（病院）での看護師の実務経験を 

ふまえ臨床に即した授業・演習を行なう 

授業のねらい 

「統合看護技術」では、既習の知識・技術を統合して、臨床技能がどの程度身についたかを確認し、実

際の看護活動に即した能力を向上させることができる内容である。また、専門職業人として責任を持って行

動する姿勢を培い、倫理観の構築にもつなげていくとともに、自己の課題を明らかにすることを目的としてい

る。複数患者の受持や予定外の事象への対応などの場面をシミュレーションすることにより、チーム医療及

び多職種との協働のなかで、看護師としてのメンバーシップ及びリーダーシップを理解し、メンバーの一員と

して主体的に自らの役割を発揮するために求められる意識・能力を培う。 

授業目標 

複合的な事象において看護の知識を統合し活用できる判断能力を養うことができる。 

1．多重課題が発生した時の優先順位を考慮した判断できる能力をみにつける。 

2．チームの一員であることを自覚し、自らの判断行動に対する責任を持つことができる。 

3．受け持ち患者の状態を把握し、看護の優先度を判断し、計画に基づいて看護実践できる。 

授業概要 

1．統合分野と統合看護技術の概要 

2．課題事例技術演習 

※資料配布し、文献を紹介 

  

 

 

 

 

 

 

授業の進め方 

グループ討論、討議、演習 

教科書 

 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔2〕基礎看護技術Ⅰ（医学書院） 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔3〕基礎看護技術Ⅱ（医学書院） 

系統看護学講座 統合分野 看護管理 看護の統合と実践〔1〕（医学書院） 

参考図書 

必要に応じて適宜紹介 

評価方法 

客観式テスト・技術テスト 

出席状況・グループワーク参加状況は評価対象とする。 

試験時間は時間数に含む。 

 


